
 

合併市町村基本計画の執行状況について【平成２7 年度】 

（河内地域における主要事業） 

 

  ① 道路新設改良事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

② 公共下水道整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・２ 

③ 地域自治拠点整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・３ 

④ 小・中学校校舎整備事業〔平成 26年度事業完了〕・・・４ 

⑤ 小・中学校体育館整備事業〔平成 22年度事業完了〕・・５ 

 ⑥ 小・中学校プール整備事業 ・・・・・・・・・・・・６ 

  ⑦ 中央公民館改修整備事業 ・・・・・・・・・・・・・７ 

  ⑧ 総合運動公園整備事業〔平成 21年度事業完了〕・・・・８ 

⑨ 岡本駅西土地区画整理事業 ・・・・・・・・・・・・９ 

⑩ 岡本駅前周辺整備事業 ・・・・・・・・・・・・・１０ 

⑪ 農村公園等整備事業・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

⑫ 農道整備事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 
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●実施に向けた考え方 

旧町の継続事業を優先的に整備し，効果などを見極めながら推進する。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 計画している８路線のうち，市道２０２１６号線，市道２０２９９号線，

市道２０２７１号線，市道２００６１号線，市道２００６５号線の５路線が

完了し，残り３路線のうち，現在事業着手している市道２００４２号線や市

道２０２２７号線については計画的に整備していく。また，市道２０３５４

号線については，整備中の路線の進捗状況を見極めながら，検討していく。 

目標値設定の 

考え方 

幹線道路及び生活道路の整備については，地域性にも配慮しながら，計画

的に整備を進める。 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置  

【当初予算額 ２９百万円】 

・市道 20042号線 道路改良工事     ２７百万円（繰越明許費） 

 用地取得 ほか    ２９百万円 

・市道 20227号線 道路改良工事     １６百万円（繰越明許費） 

事業名 ① 道路新設改良事業【河内】 担当課 道路建設課 

事業概要 都市間及び新市における地域間交通の円滑化や安全性・利便性を確保するため，市民が

日常的に利用する幹線市道や生活道路などを整備する。 

答申内容 計画されている８路線のうち５路線の整備が完了し，残り３路線のうち１路線について

も事業が計画的に進められております。 

市道２００４２号線については，通学路になっていることに加え，平成２８年度に河内

地域自治センターが供用開始されることにより，交通量の増加が見込まれ，また，東西の

主要道路となることから，利用者の安心・安全を考慮のうえ，早期に整備が完了すること

を望みます。 

市道２０２２７号線については，昨年度，用地取得等が完了し，道路整備が再開される

予定であることから，住民の生活環境向上や利便性確保のため，早期の工事着手を望みま

す。未着手路線の市道２０３５４号線については，整備中の路線の進捗状況を見極めなが

ら，路線整備の有効性及び市民の利便性などを考慮した検討が必要です。 

なお，地区内全般の路線についても，計画的に整備されることを望みます。 

 計画路線 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

事 業 

内 容 

市道 20216号線（H20完了） 

市道 20299号線（H22完了） 

市道 20271号線（H23完了） 

市道 20042号線(整備中)  

市道 20061号線（H24完了） 

市道 20065号線（H24完了） 

市道 20227号線（整備中） 

市道 20354号線(未着手） 

市道 20042号線用地

買収ほか 

※雨水管布設完了 

(調整池からの流出管) 

市道 20042号線 

用地取得ほか 

※調整池築造工事完了 

市道 20227号線 

用地取得ほか 

市道 20042号線 

用地取得ほか 

市道 20227号線 

道路改良工事 

予算額 － １６４百万円 ３６百万円 ２９百万円 

累 計 － ７７２百万円 ８０８百万円 ８３７百万円 
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事業名 ② 公共下水道整備事業【河内】 担当課 下水道建設課 

事業概要 生活排水の適切な処理による市民の快適な生活環境の確保や公共用水域の水質の保全を

図るため，地域の実情に応じた汚水処理施設等を整備する。 

答申内容 公共下水道の整備は，快適な生活環境の確保と豊かな自然環境を守り,河川の水質保全を

図るためにも，たいへん身近で重要な事業であります。  

随時，事業計画区域が拡大され，河内水再生センターの処理施設の増設や中継ポンプ場

の新設を予定するなど，合併時から大きく進展しており，今後もさらなる計画的整備を望

みます。 

なお，普及促進のために下水道未接続者に対する働きかけを一層強化する必要がありま

す。 

●実施に向けた考え方 

合併協定書に基づき，平成２１年３月に公共下水道全体計画の見直しを行い，併せて事業計画を変

更し，事業計画区域内の整備を着実に進めている。さらに，区域内の整備が進んできたことなどから，

平成２５年３月に事業計画区域の追加変更を実施した。今後も，変更した事業計画区域内の整備を進

めるため，事業の優先度や効果等を精査した上で整備を進める。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 事業計画区域面積：６５０．２ha 

（整備予定面積）※変更前５２８.０ha 

目標値設定の 

考え方 

 

事業計画区域面積は，事業計画において，整備を予定している区域面積であ

ることから，目標値とする。 

ただし，事業計画区域面積は事業計画の変更に伴い，区域面積の変更がある。 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※進捗率＝目標値の事業計画区域面積６５０．２ haに対する実績累計の面積の割合 

下段の（ ）は変更前の事業計画区域面積（５２８.０ha）に対する整備面積 

平成２５年３月追加区域：グリーンタウン地区（79.0ha），下田原地区（43.2ha） 

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額  ８１８百万円】 

・公共下水道汚水管渠築造工事（上田原町ほか）         整備面積 80.8ha 

・特定環境保全公共下水道汚水管渠築造工事（中岡本町ほか）   整備面積 8.6ha 

・大塚中継ポンプ場建設工事 

・河内水再生センター水処理 4系増設工事 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

事業内容 

・公共下水道汚水管渠築造

工事（下岡本町外）整備

面積 1ha. 

・特定環境保全公共下水道

汚水管渠築造工事（中岡

本町外）整備面積６ha. 

・公共下水道汚水管渠築造工事（下岡本

町外）整備面積 7ha. 

・特定環境保全公共下水道汚水管渠築造

工事（中岡本町外）整備面積 6ha. 

・河内水再生センター増設実施設計 

・大塚中継ポンプ場実施設計，建設工事 

・公共下水道汚水管渠築造工事

（下岡本町外）整備面積 2ha 

・特定環境保全公共下水道汚水管

渠築造工事（下田原町外）整備

面積 7ha 

・大塚中継ポンプ場建設工事 

予算額 ３２４百万円 ４８９百万円       ７６９百万円 

実績累計 392.9ha 405.7ha  

進捗率※ 
60.4％ 

（74.4%） 

62.4％ 

（76.8%） 
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事業名 ③ 地域自治拠点整備事業【河内】 担当課 自治振興課 

事業概要 住民サービスの提供体制の充実および地域住民の活動スペースを確保す

るため，新たに地域自治センターを整備する。 

答申内容 新しい河内地域自治センターは，河内地域自治センターと河内生涯学習

センターとの一体的整備として，平成２８年４月の供用開始に向けて整備

工事が進められています。 

引き続き整備工事が順調に進むとともに，新しい河内地域自治センター

が，地域住民にとって身近で質の高い行政サービスが享受でき，気軽に立

ち寄れるよう，機能性や利便性を備えた施設となることを望みます。 

 

 

●実施に向けた考え方 

地域の意見を参考にしながら策定する実施設計（平成２６年３月策定）に基づき，平

成２８年度の供用開始に向け，施設の整備に取り組む。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 河内地域自治センターの整備 

目標値設定の 

考え方 

 地域行政機関の地域のまちづくりの拠点としての機能を十分発揮で

きるよう，老朽化への対応を行うとともに，まちづくりと人づくりの一

体的推進を図るため，自治センターと生涯学習センターの一体的整備を

進める。 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

  

年度 事業内容 

平成２５年度 

・地元住民による河内地区自治拠点施設建設促進委員会から提出

された検討経過報告書も参考にしながら，河内地域自治センタ

ー・河内生涯学習センター改築に向けた実施設計を実施 

平成２６年度 

・地元住民による河内地区自治拠点施設建設促進委員会において

実施設計内容等を説明し，河内地域自治センター・河内生涯学

習センターの改築工事に着手 

平成２７年度 

・河内地域自治センター改築工事が竣工し，平成２８年３月に河

内地域自治センター・河内生涯学習センターの供用開始 

  

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額 ３８４百万円】 

 

旧河内生涯学習センター解体，駐車場整備工事  
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【平成２６年度事業完了】 

事業名 ④ 小・中学校校舎整備事業【河内】  担当課 学校管理課 

事業概要 地震発生時の生徒の安全確保や地域住民の応急避難場所の確保などを図

るため，老朽度や耐震性などを踏まえながら，地域内の小・中学校の校舎

整備を進める。 

答申内容 地区内の対象５校のうち４校の耐震補強工事が終了しており，残りの１

校についても今年度，整備が完了する予定となっており，今後も児童・生

徒の安全を確保するため，定期点検を適切に実施することを望みます。 

また，学校は，災害時には地域住民の避難所となることから，本年度予

定の工事がすみやかに行われることを望みます。 

※田原小学校 平成２０年度耐震工事完了 

 古里中学校 平成２２年度耐震工事完了 

岡本西小学校 平成２４年度耐震工事完了 

岡本小学校 平成２５年度耐震工事完了 

 田原中学校 平成２６年度耐震工事完了 

 

 

 

 

●実施に向けた考え方 

学校施設の耐震化については，市耐震改修促進計画において平成２７年度までに完了

することとしており，地域内の小・中学校校舎の耐震補強工事については，平成２６年

度に完了している。 

今後も，定期的に点検を行い必要な改修を行っていく。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 校舎耐震化（実施対象校５校：田原小，岡本小，岡本西小，古里中，

田原中） 

目標値設定の 

考え方 

平成２７年度までに学校施設全ての耐震化を実施 

●平成２６年度までの進捗状況（平成２７年３月３１日見込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 

事業内容 

・岡本西小学校校舎耐

震補強工事及び岡本

小学校校舎耐震補強

実施設計 

・岡本小学校校舎耐震

補強工事及び田原中

学校校舎耐震補強実

施設計 

・田原中学校校舎耐震

補強工事 

予算額 １７０百万円 ７８百万円 １５０．７百万円 

実績累計 
３校〔田原小・岡本西

小・古里中〕 

４校〔田原小・岡本   

小・岡本西小・

古里中〕 

５校〔田原小・岡本 

小・岡本西小・古

里中・田原中〕 

進捗率※ ６０％ ８０％ １００％ 

※進捗率＝目標値の校舎耐震化実施対象校５校に対する，校舎耐震工事完了校の割合 
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【平成２２年度事業完了】 

事業名 ⑤ 小・中学校体育館整備事業【河内】 担当課 学校管理課 

事業概要 地震発生時の生徒の安全確保や地域住民の応急避難場所の確保などを図

るため，老朽度や耐震性などを踏まえながら，地域内の小・中学校の体育

施設の整備を進める。 

答申内容 体育館整備事業は，平成２２年度の田原中学校の耐震補強工事をもって完

了しました。 

なお，体育館などの公共施設は，地域住民の避難所として十分機能するよ

う，検討していくことが必要です。 

『平成２３年８月５日の答申書より』 

 

●実施に向けた考え方 

・体育館は地震発生時に児童生徒等の安全を確保するとともに，地域住民の緊急的な避

難場所としての役割を果たすことから，早急に耐震化を実施していく。 

・市耐震改修促進計画において平成２７年度までに学校施設の耐震化を完了することとし

ている。 

・特に，耐震化の緊急性の高い学校（２次診断でＩｓ値０．３未満）については，優先的

に進めており，平成２２年度中には校舎及び体育館の補強工事を完了する。それ以外の

施設についても，緊急性の高い順に優先順位をつけ，平成２７年度までの完了を目標に，

計画的に整備を進めていく。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 体育館耐震化（実施対象校２校：岡本西小，田原中） 

目標値設定の 

考え方 
平成２７年度までに学校施設全ての耐震化を実施。 

●事業完了（平成２２年度）までの進捗状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※岡本西小学校 平成２１年度耐震工事完了 

 田原中学校 平成２２年度耐震工事完了 

 

 

 

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

事業内容 

・岡本西小学校体育館

耐震補強実施設計 

・岡本西小学校体育館

耐震補強工事 

・田原中学校体育館耐

震補強耐震診断及

び実施設計 

・田原中学校体育館耐

震補強工事及び工

事監理 

予算額 ４百万円 ５０百万円 ９０百万円 

実績累計 

（進捗率） 

－校 

（－％） 

１校〔岡本西小〕 

（５０％） 

２校〔岡本西小・田原

中〕 

（１００％） 

※整備完了 

※進捗率＝目標値の体育館耐震化対象校２校に対する体育館耐震補強工事 

完了校の割合 
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事業名 ⑥ 小・中学校プール整備事業【河内】 担当課 学校管理課 

事業概要 体育の授業や部活動など教育環境の充実を図るため，老朽度や耐震性な

どを踏まえながら，地域内の小・中学校の体育施設の整備を進める。 

答申内容 小・中学校のプールは，児童・生徒の体力向上を図るために必要不可欠

な体育施設であるため，衛生面や安全面に配慮し，老朽化した施設の改修

を計画的に進めることを望みます。 

 

●実施に向けた考え方 

今後とも，各学校の状況を確認し，必要な修繕を実施していく。 

 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 － 

目標値設定の 

考え方 

 

－ 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額   －万円】 

・岡本小学校プール附属棟機械室改築工事（繰越明許費） 

 

 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

事業内容 

－   

 

 

    － ・岡本小学校プール附

属棟機械室改築工

事実施設計業務委

託 

・岡本小学校プール附

属棟機械室改築工

事 

・岡本小学校プール附

属棟機械室改築ろ

過設備工事 

予算額 －百万円 －百万円 ２４百万円 

※ 「岡本小学校プール附属棟機械室改築工事」は入札不調により現時点で業者

が決定しておらず，工事開始は平成２８年度のプール授業終了後の見込み。 

ただし，「岡本小学校プール附属棟機械室改築ろ過設備工事」は，２８年度の

プール授業開始前に終了の見込み。 
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事業名 ⑦ 中央公民館改修整備事業【河内】 担当課 生涯学習課 

事業概要 市民の多様な学習ニーズに対応するとともに，学んだことを個性と魅力

ある地域づくり活動に生かすことのできる場・機会を提供するため，老朽

度や耐震性などを踏まえながら，生涯学習センターを整備する。 

答申内容 新しい河内生涯学習センターは，河内生涯学習センターと河内地域自治

センターとの一体的整備として，平成２８年４月の供用開始に向けて整備

工事が進められています。 

引き続き整備工事が順調に進むとともに，新しい河内生涯学習センター

が，地域住民にとって気軽に集えるひとづくりとまちづくりの拠点として，

機能性や利便性を備えた施設となることを望みます。 

 

 

 

 

●実施に向けた考え方 

地域の意見を参考にしながら策定する実施設計（平成２６年３月策定）に基づき，平

成２８年度の供用開始に向け，施設の整備に取り組む。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 利用者が安全かつ快適に利用できる生涯学習センターの整備 

目標値設定の 

考え方 

地域行政機関の地域のまちづくりの拠点としての機能を十分発揮で

きるよう，まちづくりと人づくりの一体化を図るため，地域自治センタ

ーと生涯学習センターを一体的に整備を行う。 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置 
【当初予算額 ３８４百万円】 

 

旧河内生涯学習センター解体，駐車場整備工事（再掲） 

 

 

年度 事業内容 

平成２５年度 

・地元住民による河内地区自治拠点施設建設促進委員会から提

出された検討経過報告書も参考にしながら，河内地域自治セ

ンター・河内生涯学習センター改築に向けた実施設計を実施 

平成２６年度 

・地元住民による河内地区自治拠点施設建設促進委員会におい

て実施設計内容等を説明し，河内地域自治センター・河内生涯

学習センターの改築工事に着手 

平成２７年度 

・河内地域自治センター改築工事が竣工し，平成２８年３月に 

河内地域自治センター・河内生涯学習センターの供用開始 
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【平成２１年度事業完了】 

事業名 ⑧ 総合運動公園整備事業【河内】 担当課 スポーツ振興課 

事業概要 すべての市民が目的に応じて，身近なところでスポーツに親しめるよう

にするため，河内総合運動公園の整備を進める。 

答申内容 総合運動公園整備事業は，平成２１年度に完了し，平成２２年１０月から

多目的運動広場の供用が開始されました。 

なお，今後とも，憩いの場として，安全性や地域住民のニーズ等にも配慮

し，利用しやすい環境づくりに努めることが必要です。 

『平成２３年８月５日の答申書より』 

 

●実施に向けた考え方 

旧河内町が，平成１９年１月に県から事業認可を再取得した整備内容について，旧町

の計画を前倒しし，平成２１年度中に整備する。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 多目的広場整備工事 ５．７９ha （公園総面積 12.8ha） 

目標値設定の 

考え方 

河内総合運動公園の完成を目指し整備工事を行うことから，未整備面

積の全てを目標値とする。 

●事業完了（平成２１年度）までの進捗状況 

  

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

事業内容 

・造成工事 

（移植，駐車場整備，園路広

場等） 

・電気設備工事 

（照明搭本体等） 

 

・造園工事 

（園路整備，バックネット整

備，グランド整備等） 

・電気設備工事 

（放送設備等） 

・機械設備工事 

（散水設備） 

《２１年度事業完了》 

・多目的運動広場供用開始 

（１０月） 

【河内総合運動公園全体を

供用開始】 

予算額 ２５０百万円 ２４８百万円 －百万円 

実績累計 

（進捗率） 

７，２９６百万円 

（９６．７％） 

 

７，５４４百万円 

（１００％） 

※当初計画事業の 

整備完了 

－百万円 

（－） 

 

※進捗率＝総事業費７，５４４百万円に対する実績累計の金額の割合 
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事業名 ⑨ 岡本駅西土地区画整理事業【河内】 担当課 北部区画整理事業課 

事業概要 安全で快適な魅力ある都市環境づくりや機能的な市街地の形成を図るた

め，岡本駅西地区における土地区画整理事業を進める。 

答申内容 岡本駅西土地区画整理事業は，長期にわたり多額の財源が投入され，地

域住民の理解と協力のもと，精力的に取り組まれ，河内地区の玄関口とし

ての都市基盤の整備が着実に進められております。 

今後も，地域住民の意見を取り入れ,住みたいと思えるような魅力ある都

市環境づくりと地域の発展のため，計画的な整備を積極的に進めるととも

に，土地利用の促進を図り，安心・安全な地域になることを望みます。 

 

●実施に向けた考え方 

・地区住民の意向を把握しながら，仮換地指定の拡大を図り，計画的に建物移転及び工

事を行う。特に岡本駅西口広場の供用開始に合せ，広場にアクセスする都市計画道路

整備を重点的に行う。 

・国庫補助等安定的な財源確保に努めると共に，事業の効果的，効率的な推進を図る。 

・事業の目的や整備効果について，戸別の仮換地交渉や建物移転交渉により明示する

と共に，区画整理だよりの発行や出前相談会の開催を通し，地域住民に広く周知を

行っていく。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 ・事業費   ２６，０００百万円 

・事業期間  平成３５年まで 

・事業進捗率（事業費ベース） 

５５．２％【平成２７年度末】⇒５７．０％【平成２８年度末】 

目標値設定の 

考え方 

岡本駅西口広場及び駅周辺の整備を優先的に進める。 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※進捗率＝目標値の事業費２６，０００百万円に対する実績累計の金額の割合 

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置  
     【当初予算額４５５百万円】 

  （主な事業） 

 道路築造工事      延長    ４６０ｍ （都市計画道路・区画道路） 

 雨水排水築造工事     延長    ９０ｍ 

 整地工事        面積 １５，０００㎡ 

 

 

 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

事業内容 

･仮換地指定（2.2ha） 

･建物移転（43棟） 

･道路築造（655ｍ） 

･整地造成（8,288㎡） 

･仮換地指定（1.6ha） 

･建物移転（14棟） 

･道路築造（300ｍ） 

･整地造成（10,151㎡） 

･仮換地指定（1.4ha） 

･建物移転（29棟） 

･道路築造（384ｍ） 

･整地造成（10,939㎡） 

予算額 １，０２３百万円 ５４１百万円 ８４５百万円 

実績累計 １２，９７６百万円 １３，５１６百万円 １４，３６１百万円 

（進捗率）※ （４９．９％） （５２．０％） （５５．２%） 
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事業名 ⑩ 岡本駅前周辺整備事業【河内】 担当課 北部区画整理事業課 

事業概要 岡本駅周辺地区において，地域交流拠点にふさわしい自立性の高い地域

の「顔」を形成するため，駅西口駅前広場の整備とあわせながら，駅関連

施設の整備などを推進し，交通結節機能の強化を図る。 

答申内容 岡本駅前周辺地区は，宇都宮市都市計画マスタープランの全体構想にお

いて，本市北東部の地域交流拠点の一つに位置づけられており，地域の要

となるものであります。 

現在，岡本駅の橋上駅舎化の整備が平成２８年度の事業完了に向けて進

められており，この整備にあたっては，岡本駅西土地区画整理事業の進捗

状況に合わせるとともに，駅周辺の活性化ならびに，宇都宮市の北の玄関

口に相応しい岡本駅前周辺整備を望みます。 

 

●実施に向けた考え方 

東西自由通路，橋上駅舎や東西駅前広場整備等の岡本駅周辺整備については，駅東西

を一体的に捉えながら検討していくことが必要と考えており，岡本駅西土地区画整理事

業の進捗状況や都市計画マスタープランを踏まえながら，岡本駅の交通結節機能の強化

に向け，ＪＲ東日本を始めとする関係機関と協議調整を行いながら事業を推進してい

く。 

東西自由通路，橋上駅舎については，ＪＲ東日本との協議を進め，平成 26 年度に工

事着手した。駅西口広場の整備計画とあわせ早期の供用開始を目指す。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 駅関連施設（自由通路・橋上駅舎）の整備 

目標値設定の 

考え方 

本市北東部地域の玄関口に相応しい駅関連施設とするため，岡本駅西

土地区画整理事業による駅西口広場の整備とあわせ，東西連絡機能の確

保や駅機能の拡充など，交通結節機能の強化を図る。 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

事業内容 

・東西自由通路･橋上

駅舎の実施設計 

・東西駅前広場等の詳

細設計 

・駅西口電線共同溝詳

細設計 

・東西自由通路･橋上

駅舎工事 

・駅西口広場築造工事 

・東西自由通路･橋上

駅舎工事 

・駅西口広場築造工事 

・西口駐輪場整備工事 

・駅東口電線共同溝詳

細設計 

 

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置  

  【当初予算額 ４４５百万円】 

・東西自由通路・橋上駅舎工事（工事期間：２６～２８年度） ４４２百万円 

・整備工事費ほか３百万円 

・駅西口広場舗装工事など（岡本駅西土地区画整理事業にて計上） 
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●実施に向けた考え方 

農業集落に係る農村公園等の整備については，これまでに行った地元自治会の意向聴

取や住民アンケートの結果及び地域の状況等を踏まえ，整備しない方向とする。 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 農村公園等の整備（下田原南部２ケ所） 

目標値設定の 

考え方 

 

― 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

 

年度 事業内容 

平成２５年度 
・農村公園整備のあり方等について，関係部署との協議を実施 

 

平成２６年度 
・農村公園整備の整備内容等について，関係部署との協議 

・地元と協議（整備の進め方，維持管理について） 

平成２７年度 

・４月 下組自治会から『農村公園の整備は必要ない』との意向

を受けた。 

・８月 下田原南部２ケ所の農村公園について，地元自治会の意

向や地域の状況を踏まえ，整備しない方向とした。 

・３月 地元自治会の意向等を踏まえ，農村公園の整備を行わな

い旨を地元自治会に説明した。 
 

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額  ―  円】 

農村公園については，整備しない方向とする。 

 

事業名 ⑪農村公園等整備事業【河内】 担当課 農業企画課 

事業概要 地域住民の連帯感を高めるとともに地域の活性化を促進するため，下田

原南部地区の圃場整備事業地内に，住民交流の場となる農村公園などを整

備する。 

答申内容 農村公園については，これまでも地元と整備のあり方について協議を行

ってきたところであり，地域の活性化が促進されるよう，有効活用も含め，

具体的な検討を進めていくことを望みます。 
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事業名 ⑫ 農道整備事業【河内】 担当課 農業企画課 

事業概要 農業生産性の向上や農産物流通の合理化，また，地域住民の社会生活環

境の改善を図るため，農道の整備を進める。 

答申内容 地域の重要な産業である農業の生産性の向上と農業経営の合理化のた

め，農道整備が順調に進められております。 

今後も，計画的に整備が推進されることを望みます。 

●実施に向けた考え方 

農道整備については，毎年度，一定の額を予算化し，全市域を計画的に整備しており，

今後も順次整備することを予定している。 

 

●目標値及び目標値設定の考え方 

目標値 農道の整備（下ヶ橋河原，下田原南部） 

目標値設定の 

考え方 

 

― 

●平成２７年度までの進捗状況（平成２８年３月３１日見込） 

 

             

 

 

 

 

 

 

●平成２８年度の取組み予定及び予算措置  
【当初予算額 ７百万円】 

 下田原南部地区 ２３０ｍ 6,500千円 

 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

事業内容 
農道舗装工事 

(５００ｍ) 

農道舗装工事 

(５４３ｍ) 

農道舗装工事 

（７５０ｍ） 

予算額 ８，１６０千円 １５，３００千円 ２０，６００千円 

実 績 ３９０ｍ ８３６ｍ ４２１ｍ 

 


